
実践ChatGPT講座Ⅱ

実践での使⽤

⽬次

実践編
１．推論モデルの使⽤
２．ChatGPTの便利な機能
３．プロンプトの重要性
４．プロンプト・エンジニアリング
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１．推論モデルの使⽤

１）ChatGPTモデルの選択

同じ質問の回答をChatGPTモデルを変えて再⽣成
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２) Excelデータを分析します（コードインタープリター機能）

プロンプト

添付は⼀年間の店舗における「ビールの売上⾼」のデータです。
「売上⾼」を⽬的変数とした重回帰分析により、下記を⾏って
ください
- 各説明変数と⽬的変数との相関係数を出してください。
- 近似曲線とともに散布図を描いてください。
- 予測式を出してください。

２) Excelデータを分析します（コードインタープリター機能）

分析結果
ビールの売上は 気温が⾼いほど増加

（相関係数︓0.742）
 平⽇が最も低く、祝⽇がやや⾼め
 ⾬の⽇は⼤きく落ち込む

重回帰分析から導いた予測式
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2025年5⽉20⽇（⽕）晴れ 最⾼気温 31℃

多変量解析による

本⽇のビール売上予測は︖

6,227円

３) コードを⽣成・編集します
プロンプト
添付pdfは、KEN'sマーケ
ティングのチラシです。
KEN'sマーケティングの紹介
ホームページをHTML、CSS、
JavaScriptでコーディング
してください。
ベースカラー、アクセント
カラー、アソートカラーは、
チラシの配⾊に準じて決定
してください。
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２．ChatGPTの便利な機能

「共有する」
をクリック

１）ChatGPTでのチャット内容を他の⼈と共有
「リンクを作成する」
をクリック
 URLが⽣成されるので
「リンクをコピーする」
をクリック
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 ChatGPTの ユーザーアイコンをクリック

「設定」をクリック

２) 「パーソナライズ機能」と「メモリ機能」

「パーソナライズ機能」

「設定」で
「パーソナライズ」

を選択し､
「管理する」を

クリック

 同様にChatGPTの
「ユーザーアイコン」
から「設定」を
クリック
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「新しいスレッド」へ情報が引き継がれます

「カスタム指⽰」を「オン」
「メモリ」を「オン」
「メモリを管理する」を
クリック

「メモリ機能」

３) Canvas機能
「･･･」をクリックし
「Canvas」を選択

「チャット欄」に
「Canvas」が表⽰
されるので、続けて
指⽰を⼊⼒して送信

･･･

または、チャット欄に
「/」半⾓スラッシュを⼊⼒
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「Canvas機能」を使ってテキスト編集

エディターでの
簡易編集

回答⽂の⻑さを調整
(短く ⻑く）

読解レベル
(幼稚園児 ⼤学院）

最終仕上げを追加
(読みやすく全体を調整）

絵⽂字を追加

編集を提案

テキスト
エディターチャット欄

ツールバーテキストエディター
で⾃由に編集

「Canvas機能」を使ってプログラミング・コードを編集

別の⾔語に移植

コードレビュー
ツールバー

バグを修正

ログを追加

コード内にコメントを追加
プログラム
コード
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「Canvas機能」を使ってプログラミング

プロンプト
「Pythonを使って､ChatGPTの登録ユーザー数
の推移をグラフにしてください」

「Canvas機能」を使ってプログラミング
「バグを修正」してから
「コードレビュー」を実⾏

⽬的のグラフを⽣成
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３．プロンプトの重要性

１）ハルシネーションとは

存在しない情報や誤った情報を

確からしいように⽣成する現象
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OpenAIが推奨しているプロンプトのコツ
① ペルソナを設定します
例)「あなたは優秀なプロのコピーライターです」

「読み⼿は重要顧客で、特に専⾨知識はありません」

② 具体的に指⽰します
例)「ポイントを箇条書きにしてください」

③ 段階的に指⽰します
例)「まず○○について考えて､次に△△について考えて､

その後で✕✕を回答してください」

チャット欄に「シンプルで直接的な指⽰」を⼊⼒
（ゼロショット・プロンプト）

「取引先に送る挨拶メールを作ってください。」

⽤語集
 ゼロショット・プロンプト
上記の例のような、シンプルで直接的な質問や指⽰のこと

２）プロンプトの書き⽅
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シンプルで直接的な指⽰（ゼロショット・プロンプト）

「取引先に送る挨拶メールを作ってください。」
件名: はじめまして
お世話になっております。
〇〇株式会社の△△と申します。
今回､新しいパートナーシップの機会をいただき､
⼤変嬉しく思っております。
今後ともよろしくお願いいたします。

新規取引先への挨拶メール を作成してください。
あなたは営業担当者です。取引先はBtoB企業の役員クラスです。
メールには「会社紹介」「取引の⽬的」「今後の進め⽅」を
含めてください。
「丁寧」､「信頼感のある」､「簡潔」な⽂章にしてください。
ビジネスメールの正式な書式で記述してください。
「件名・宛名・本⽂・締めの⾔葉」の形式にしてください。
フォーマルなビジネス⽂体で作成してください。
より良い表現があれば､改善の提案をしてください。

取引先に送る挨拶メールを作ってください。
①ゼロショット･プロンプト

➁条件付きプロンプト

プロンプト書き⽅の違い
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件名: 【ご挨拶】新規取引のご提案につきまして
宛名:
〇〇株式会社
取締役 〇〇〇〇様
本⽂:
拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
この度､弊社〇〇株式会社の△△と申します。貴社と新たなビジネスの機会を得られますことを､
⼤変嬉しく思っております。
弊社は､〇〇業界において〇〇のソリューションを提供しており､これまで多くの企業様に導⼊
いただいております。今回のご提案を通じて､貴社の事業成⻑に貢献できればと考えております。
つきましては､⼀度オンラインまたは対⾯にて詳細をご説明させていただきたく存じます。
貴社のご都合のよろしい⽇時をお知らせいただけますと幸いです。
今後とも､何卒よろしくお願い申し上げます。
敬具
署名:
ーーーーーーーーーーーーーーーー
〇〇株式会社
営業部 △△ △△
Email: example@example.com
TEL: 03-XXXX-XXXX
ーーーーーーーーーーーーーーーー

改善ポイント
 「ご挨拶」＋「提案の要点」を件名に含め､開封率を向上
 フォーマルなビジネス⽂体を採⽤
 相⼿の役職に適した敬語表現を使⽤
 「会社紹介→提案の⽬的→次のアクション」の流れを明確に
 分かりやすい⽂章構成
 相⼿にアクションを促す「ご都合のよい⽇時の確認」を追加
 署名欄を⼊れることで､信頼感を強化
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＃前提条件:
弊 社 は IT 業 界 で シ ス テ ム 開 発 の ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 し て お り 、
豊富な導⼊実績があります。

#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールを､丁寧かつ簡潔に信頼感のある⽂章で書いてください。
メールには「会社紹介」､「取引の⽬的」､「今後の進め⽅」を含めてください。

#情報:
あなたは営業担当者です。読み⼿は取引先であるBtoB企業の役員クラス です。

#出⼒形式:
「件名・宛名・本⽂・締めの⾔葉」のビジネスメールの形式を⽤いて書いてください。
#⽂体指定:

全体としてフォーマルな語彙を使⽤し、ビジネス向けの⽂体で書いてください。
#補⾜:

無駄のある表現は避け､簡潔に記述してください。

③「プロンプト公式フォーマット」で記述

① ⾒出し(シャープ)

＃ 前提条件 ＃ ⾒出し１
＃ 実⾏指⽰ ＃＃ ⾒出し２
＃ 情報 ＃＃＃ ⾒出し３

② 箇条書き(ハイフン､アスタリスク)

- アイデアの⽣成 ＊アイデアの⽣成
- 課題解決策の考案 ＊ 課題解決策の考案
- 意思決定の⽀援 ＊意思決定の⽀援

記号や公式を使うとAIの回答精度が向上する
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③ テキストの提⽰
(ダブル・クォーテーション)

”あああああ”

④ 複数⾏の提⽰
(トリプル・クォーテーション)

"""
あああああ
いいいいい
ううううう

"""

⑤ 表形式 (バーティカルバー)

｜製品番号｜製品名｜価格｜
｜A01｜チョコレートパック｜¥1,000｜
｜BP300｜キャラメル（イチゴ味）｜¥1,200｜

価格製品名製品番号
¥1,000チョコレートパックA01
¥1,200キャラメル（イチゴ味）BP300
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４．プロンプト
エンジニアリング

主要なプロンプト・テンプレートの特徴
特に有効な⽤途特徴フレーム

ワーク
汎⽤的なプロンプト総合的な⽅式7R法
実務での活⽤に最適ChatGPTの特性を

活かした実践的な⽅式8+1の公式

⼀般的な質問シンプルかつ効果的CRISP法
記事作成・論理的説明⼀貫性のある回答を得るTREE法
ルールベースの指⽰⼀貫した回答を得るCRAFT法
コンテンツ制作スタイル・トーン・

対象読者 を考慮PASTEL法
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プロンプト8+1の公式（要素）
指⽰の内容（回答の質､回答に何を書くか）

⽅向性を決定
（タイトル､依頼者情報､前提知識､⽬的）前提条件1

「読み⼿のペルソナ」､
「書き⼿のペルソナ」ペルソナ設定2

「必要な背景知識」､「具体例」､
「参考情報」参考情報3

「何を(名詞)」 ､「どうする(動詞)」のか
を具体的に明確に指⽰します

名詞と動詞
（指⽰の明確化）4

表現や説明の仕⽅を細かく指定して､
回答のニュアンスや精度を上げます

形容詞と副詞
（指⽰の補⾜）5

プロンプト8+1の公式（要素）つづき

回答の表現⽅法（回答の体裁､回答をどのように書くか）
箇条書き､階層の指⽰､物語形式､
対話形式､ステップバイステップ出⼒形式（⽂字）6

レイアウト､構成要素､⽂章構造､
テンプレート（メール､⽐較表など）出⼒フォーマット7

⽂章スタイル（どう書くか︖）､
⽂書トーン（どんな感じで書くか︖）⽂体指定8

追加情報
回答の精度の向上､修正､調整追加の指⽰+１

17



＃前提条件:
弊社は､IT業界でシステム開発のソリューションを提供して多く導⼊実績がります。

#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールを､丁寧かつ簡潔に信頼感のある⽂章で書いてください。
メールには「会社紹介」､「取引の⽬的」､「今後の進め⽅」を含めてください。

#情報:
あなたは営業担当者です。読み⼿は取引先であるB to B企業の役員クラス です。

#出⼒形式:
「件名・宛名・本⽂・締めの⾔葉」のビジネスメールの形式を⽤いて書いてください。
#⽂体指定:

全体としてフォーマルな語彙を使⽤し、ビジネス向けの⽂体で書いてください。
#補⾜:

無駄のある表現は避け､簡潔に記述してください。

「プロンプト公式フォーマット」での記述例

１）前提条件
＃ 前提条件
- タイトル︓作成するプロンプトの役割や⽬的を端的に⽰す
- ⽬的と⽬標︓具体的に成果物として何を得たいのか
- 依頼者の条件︓誰がどのような⽬的で依頼しているのか
- 前提となる情報︓タスク実⾏にどのようなスキルやリソース

が必要か

 前提条件が必要なタスク
複雑なタスク︓「創造性の⾼い⽂書作成」や「⻑⽂作成」など

 前提条件が不要なタスク
シンプルなタスク︓「⽂章の校正」など
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分かりやすい 作業マニュアルを 簡潔に 作成してください。
名詞 動詞

＃ 実⾏指⽰

具体的に
✕ マニュアル
○ 業務マニュアル
○ 緊急対応マニュアル
○ 安全管理マニュアル
○ 指導マニュアル

適切に
- 書いてください
- 描いてください
- ⽐較してください
- 説明してください
- 提案してください

何をどうしたいのか︖
（命令・指⽰の明確化）

２）名詞と動詞

分かりやすい 作業マニュアルを 簡潔に 作成してください。
形容詞 副詞名詞 動詞

どのような
（具体化）

どのように
（質の向上）

出⼒結果を正確に
コントロール

出⼒結果の
精度と質を向上

- 感情を揺さぶる
- 真⼼からの

- 丁寧に
- 中学⽣でも
理解できる
ように

- より詳しい
- ⾰新的な
- 魅⼒的な

- 論理的に
- シンプルに

３）形容詞と副詞

＃ 実⾏指⽰
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４）「出⼒形式」

箇条書きで
インデント形式で

（階層構造）
対話形式で
Q＆A形式で

表形式で
チェックリスト形式で
ビフォー・アフター形式で
物語形式で
ステップバイステップで

厳密な形式が求められる場合は､具体的に細かく
テンプレートで「出⼒フォーマット」を指定する

①出⼒形式の指⽰

「出⼒形式」つづき

➁ChatGPTに決めさせます
 プロンプト例１．
「作業⼿順の説明に適した出⼒形式を3つ提案して
ください」
 プロンプト例２．
「出張報告に適した出⼒フォーマットを提案して
ください」
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#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールを､フォーマルなビジネス⽂体で
[＃出⼒フォーマット]に従って書いてください。

#出⼒フォーマット:
「件名」
「宛名」
「本⽂」
「締めの⾔葉」

プロンプトに[段落変数]の使い⽅

#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールを､フォーマルなビジネス⽂体で
[＃出⼒フォーマット]に従って書いてください。

#出⼒フォーマット:
「件名」
「宛名」
「本⽂」
「締めの⾔葉」

プロンプトの記⼊例
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#実⾏指⽰:
企画のアイディアを[＃出⼒フォーマット]に従って書いて
ください。

#出⼒フォーマット:
-␣ 
-␣ 
-␣ 
-␣ 

プロンプトの記⼊例

＃実⾏指⽰
新規取引への挨拶メールを[#⽂書ルール]を厳守して
書いてください。
＃⽂章ルール
- 30⽂字程度で改⾏する
- 3､4⾏ごとに空⾏を挿⼊する
- 相⼿の敬称は「様」を使⽤する
- ⽇付は「○⽉○⽇」の形式で記載する
- 件名は「【】」で囲む
- 添付ファイルは末尾にリストアップする

５）⽂章ルール
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#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールを､フォーマルなビジネス⽂体で
[＃⽂章ルール]に従って書いてください。

＃⽂章ルール
- 30⽂字程度で改⾏する
- 3､4⾏ごとに空⾏を挿⼊する
- 相⼿の敬称は「様」を使⽤する
- ⽇付は「○⽉○⽇」の形式で記載する
- 件名は「【】」で囲む
- 添付ファイルは末尾にリストアップする

プロンプトの記⼊例

６）⽂体指定

#実⾏指⽰:
新規取引への挨拶メールをポジティブな⽂章トーン、
ビジネスの⽂章スタイルで書いてください。
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⽂体指定①: ⽂章スタイル

 ⽂章スタイル =「どう書くか」
⽂章の「構造」や「型」を指定
• 説明スタイル
• 説得スタイル
• 物語スタイル
• ビジネススタイル

⽂体指定➁: ⽂章トーン

 ⽂章トーン =「どんな感じで書くか」
⽂章の「調⼦」や「雰囲気」を指定

• フォーマル
• カジュアル
• 明るい調⼦
• 厳かな印象
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⽂体指定③: 特殊な⽂体

 特殊な⽂体
特徴的な表現
• ⽅⾔（例︓関⻄弁､東北弁）
• ⾔語（例︓英語､フランス語）
• キャラクター⾵（例︓猫語､侍）

プロンプトに[段落変数]を使った例

#実⾏指⽰:
新規取引先への挨拶メールを､[⽂章スタイル]で[⽂章ルール]
に従って書いてください。

⽂章スタイル＝”
論理的で説得⼒のある⽂章
“

⽂章ルール＝”
- 1⾏は30⽂字以内とする
- 箇条書きを活⽤する
“

#情報:

 変数の値を＃情報の段落にまとめて記載する例
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#実⾏指⽰:
新規取引先への挨拶メールを､[⽂章スタイル]で[⽂章ルール]
に従って書いてください。

#情報:
⽂章スタイル＝”
論理的で説得⼒のある⽂章
“
⽂章ルール＝”
- 1⾏は30⽂字以内とする
- 箇条書きを活⽤する
“

プロンプトの記⼊例

＃実⾏指⽰
｛テーマ｝に関するブログ記事を｛⽂章スタイル｝で作成

してください。このブログ記事の読者は｛テーマ｝を趣味
としている⼈々を想定し､読者の⼼をつかむ記事の内容と
ブログのタイトルを作成してください。

＃情報
テーマ=“
グルメ⼀⼈旅
“
⽂章スタイル=“
孤独のグルメ⾵に
“

｛変数｝を使ってプロンプトを有効に利⽤する

26



#実⾏指⽰:
｛テーマ｝に関するブログ記事を｛⽂章スタイル｝で作成
してください。このブログ記事の読者は｛テーマ｝を趣味
としている⼈々を想定し､読者の⼼をつかむ記事の内容と
ブログのタイトルを作成してください。
＃情報
テーマ=“
サッカー観戦“

⽂章スタイル=“
情熱的なタッチで
“

プロンプトの記⼊例

 ペルソナとは､「典型的な⼈物像」

読み⼿ペルソナ
誰に向けて書くのか︖

（相⼿は誰︖）

書き⼿ペルソナ
誰が書くのか︖

（⽣成AIに誰を演じさせる︖）
 専⾨家︖ 権威者︖

プロフェッショナル︖
 親しみやすいキャラクター︖
 読み⼿との関係は︖
⽂章のトーンや印象を決定

 どんなことに関⼼がある︖
 専⾨知識の有無は︖
 読解⼒のレベルは︖
 書き⼿との関係は︖
⽂章の内容やトーンを決定

７）ペルソナ設定
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 基本情報 ︓年齢､性別､居住地､職業､家族構成など
 性格･価値観 ︓性格､価値観､⾏動パターンなど
 知識レベル ︓専⾨知識の有無､経験の程度､理解⼒など
 興味関⼼･課題 ︓趣味､関⼼事､悩み､解決したいことなど

読み⼿ペルソナの設定

1. 読者の気持ちに寄り添った⽂章が書けます
2. 読者が理解しやすい説明ができます
3. 読者が本当に知りたい情報を届けられます

＃実⾏指⽰
[読み⼿ペルソナ]の興味や関⼼がある内容にしてください。
＃情報
読み⼿ペルソナ=“
- 名前︓鈴⽊あい   - 知識レベル︓専⾨知識はない
- 年齢︓31歳    - 悩み･課題︓ダイエット
- 性別︓⼥性    - 情報収集の⽅法︓SNS､⼝コミ
- 職業︓観光業の事務職   - 期待すること︓健康に関する情報
- 家族構成︓夫（会社員35歳）
- 性格︓趣味の専⾨度よりも実⽤性を重視
- 興味関⼼︓ストレス解消や健康維持
“

プロンプトに [段落変数] を使う
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#実⾏指⽰:
[読み⼿ペルソナ]の興味や関⼼がある内容にしてください。
＃情報
読み⼿ペルソナ=“
- 名前︓鈴⽊あい - 知識レベル︓専⾨知識はない
- 年齢︓31歳 - 悩み･課題︓ダイエット
- 性別︓⼥性 - 情報収集の⽅法︓SNS､⼝コミ
- 職業︓観光業の事務職 - 期待すること︓健康に関する情報
- 家族構成︓夫（会社員35歳）
- 性格︓趣味の専⾨度よりも実⽤性を重視
- 興味関⼼︓ストレス解消や健康維持
“

プロンプトの記⼊例

 基本情報 ︓名前､年齢､性別､職業､役職､
 ⽂章スタイル ︓基本⽂体､表現⼿法､構成⽅法
 ⽂章トーン ︓基本姿勢､感情表現､対話の⽅針
 表現設定 ︓⼈称表現､定型表現､⽂末表現
 追加項⽬ ︓性格､趣味､座右の銘･書､経験など

1. ⼀貫性のある⽂書が書けます
2. 執筆の効率が上がる（⽅向性が明確になります）
3. 独⾃の視点が明確になります

書き⼿ペルソナの設定
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＃実⾏指⽰
[書き⼿ペルソナ]の専⾨性を活かして説明にしてください。

＃情報
書き⼿ペルソナ=“
◆ 基本情報  ◆ ⽂章スタイル
- 名前: 倉⽥ 譲  - 基本⽂体: 具体的なビジネス⽂書        .

- 年齢: 59歳  - 表現⼿法: 具体的な事例を交えて解説  .

- 性別: 男性  - 構成⽅法: 結論､理由､説明の順で記述  .

- 職業: ⾳楽家                    .      .

- 性格: 論理的で実践的､落ち着きがあり､前向きな姿勢を持つ.

- 趣味: 読書､グルメ探索､旅⾏                                         .

“

プロンプトに [段落変数]を使う

#実⾏指⽰:
[書き⼿ペルソナ]の専⾨性を活かして説明にしてください。
＃情報
書き⼿ペルソナ=“
◆ 基本情報 ◆ ⽂章スタイル
- 名前: 倉⽥ 譲 - 基本⽂体: 具体的なビジネス⽂書
- 年齢: 59歳 - 表現⼿法: 具体的な事例を交えて解説
- 性別: 男性 - 構成⽅法: 結論､理由､説明の順で記述
- 職業: ⾳楽家
- 性格: 論理的で実践的､落ち着きがあり､前向きな姿勢を持つ
- 趣味: 読書､グルメ探索､旅⾏
“

プロンプトの記⼊例
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プロンプトに｛変数｝を使う例
#実⾏指⽰:

あなたは｛書き⼿ペルソナ｝です。
読み⼿は｛読み⼿ペルソナ｝です。

＃情報
書き⼿ペルソナ＝”
営業担当者
“
読み⼿ペルソナ=“
取引先企業の役員クラス
“

#実⾏指⽰:
あなたは｛書き⼿ペルソナ｝です。
読み⼿は｛読み⼿ペルソナ｝です。

＃情報
書き⼿ペルソナ＝”
営業担当者
“
読み⼿ペルソナ=“
取引先企業の役員クラス
“

プロンプトの記⼊例
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８）補⾜

#補⾜:
- 指⽰の復唱は不要です。
- ⾃⼰評価は不要です。
- [# 出⼒フォーマット]から外れた余計な前置き､

結論やまとめは不要です。
- 関連性のない話題には触れないでください。
- 指定した項⽬以外には⾔及しないでください。
- プレーンテキストで出⼒してください。
- マークダウン記法は使⽤しないでください。
- 冗⻑な表現を避け､簡潔に記述してください。

 補⾜指⽰により､AIが不要な情報を⽣成しないよう制御します

９）+1 追加指⽰
 最初の「出⼒結果」に対して､

追加の「詳細な指⽰」や「修正」
を伝えることで､出⼒の精度を
段階的に向上させることができます

これは60点です。
100点にしてください。

32



追加指⽰が
必要なパターン

代表例 10パターン
情報不⾜1

ChatGPTの誤解2
成果物の不明瞭3

視覚的サポートの⽋如4
創造性の⽋如5
⽂体の不⼀致6

知識レベルの不⼀致7
語彙の不適切8
情報の過剰9

実践的な指⽰の不⾜10

ステップバイステップ
（段階的な追加指⽰を与えます）

 同じスレッドで「段階的な指⽰」をします
 知識を持った状態で､回答を⽣成します
 より質の⾼い情報や考察を引出すことができます
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ステップバイステップ（例）

前提知識
Step1

具体的な知識
Step2

質問
Step3

浅草の基本的な情報を書き出してください。

浅草の観光スポットやグルメ情報など､
観光に必要な情報を書き出してください。

海外から初めて訪⽇する友⼈を連れて
浅草観光をします。外国⼈が喜ぶ⼀⽇
の観光計画を作成してください。

チェーン・プロンプト設計例（マーケティング年間計画の策定）

# 前提条件:
- タイトル︓マーケティング
環境分析のためのPEST分析を
⾏う
- 依頼者条件︓⾃社の市場環
境を理解し、戦略⽴案に活か
したいマーケティング担当者
- 前提情報︓市場・顧客デー
タ、競合情報、⾃社の強みと
弱みの分析データ
- ⽬的と⽬標︓{業界名}にお
ける{⾃社名}の{製品･サービ
スの内容と特徴}に影響を及ぼ
すPEST分析を⾏う

# ヒアリング（以下3点を依
頼者に質問してください）:
1. ⾃社名、⾃社のホームペー
ジのURL情報
2. 製品･サービスの内容と特
徴
3. 業界名

（上記3点がそろい次第、分析
を開始してください）

# 実⾏指⽰:
取得した{⾃社名}、{製品･
サービスの内容と特徴}、{業
界名}を⽤い、[#ポリシー]に
従ってPEST分析を⾏ってくだ
さい。

# ポリシー:
・経済の項⽬には、市場規模
と市場成⻑率を記載してくだ
さい。
・市場規模は2024年度の市場
規模を単位は億円で表記して
ください。
・市場成⻑率は過去3年間の
CAGRを％で表記してくださ
い。
・根拠とした市場データや情
報については、出所とURLと
共に明確に表記してください。

# 出⼒フォーマット（箇条書
き）:
- 政治:

・
・

- 経済:
・
・

- 社会:
・
・

- 技術:
・
・

# 補⾜:
- 指⽰の復唱はしないでくだ
さい。
- ⾃⼰評価はしないでくださ
い。
- 結論やまとめは書かないで
ください。

# 前提条件:
- タイトル︓マーケティング環境分
析のための3C分析を⾏う
- 依頼者条件︓⾃社の市場環境を理
解し、戦略⽴案に活かしたいマー
ケティング担当者
- 前提情報︓市場・顧客データ、競
合情報、⾃社の強みと弱みの分析
データ
- ⽬的と⽬標︓{業界名}における
{⾃社名}の{製品･サービスの内容
と特徴}を対象に、Customer・
Competitor・Company の3視点
から特徴を整理する

# ⼊⼒データ:
- ⾃社名︓{⾃社名}
- 製品･サービスの内容と特徴︓{製
品･サービスの内容と特徴}
- 業界名︓{業界名}
- PEST分析結果︓{PEST分析結果}

# 実⾏指⽰:
上記の⼊⼒データと[#ポリシー]を
参照し、追加の質問を⾏わずに3C
分析を実施してください。
- **Customer（市場・顧客）**  

- 市場規模・市場成⻑率・顧客
ニーズ・購買⾏動

- PEST分析結果から導かれる⽰唆
- **Company（⾃社）**  

- バリュープロポジションと競争
⼒を具体的に分析

- 強みと弱みを列挙
- **Competitor（競合）**  

- 主要競合他社を10社以上挙げて
⽐較

- 競争環境の変化を記載

# ポリシー:
・市場規模は2024年度の数値を億
円で表記する
・市場成⻑率は過去3年間のCAGR
を％で表記する
・根拠とした市場データや情報は
出所とURLを明記する

# 出⼒フォーマット（報告書形
式・箇条書き）:
- 市場（Customer）

・
・

- ⾃社（Company）
・
・

- 競合（Competitor）
・
・

# 補⾜:
- 指⽰の復唱をしない
- ⾃⼰評価をしない
- 結論やまとめを書かない

# 前提条件:
- タイトル︓マーケティング環
境分析のためのSWOT分析を
⾏う
- 依頼者条件︓⾃社の市場環境
を理解し、戦略⽴案に活かし
たいマーケティング担当者
- 前提情報︓PEST分析結果、
3C分析結果、市場・顧客デー
タ、競合情報、⾃社の強みと
弱みの分析データ
- ⽬的と⽬標︓{業界名}におけ
る{⾃社名}の{製品･サービス
の内容と特徴}を対象にSWOT
分析を⾏う

# ⼊⼒データ:
- ⾃社名︓{⾃社名}
- 製品･サービスの内容と特
徴︓{製品･サービスの内容と
特徴}
- 業界名︓{業界名}
- PEST分析結果︓{PEST分析
結果}
- 3C分析結果︓{3C分析結果}

# 実⾏指⽰:
追加の質問を⾏わず、上記の
⼊⼒データだけを参照して
SWOT分析を実施してくださ
い。

# 出⼒フォーマット（報告書
形式・箇条書き）:
- 強み (Strengths)

・
・

- 弱み (Weaknesses)
・
・

- 機会 (Opportunities)
・
・

- 脅威 (Threats)
・
・

# 補⾜:
- 指⽰の復唱はしない
- ⾃⼰評価はしない
- 結論やまとめは書かない

# 前提条件:
- タイトル︓マーケティング
環境分析のためのクロス
SWOT分析を⾏う
- 依頼者条件︓⾃社の市場環
境を理解し、戦略⽴案に活か
したいマーケティング担当者
- 前提情報︓PEST分析結果、
3C分析結果、SWOT分析結果、
市場・顧客データ、競合情報、
⾃社の強みと弱みの分析デー
タ
- ⽬的と⽬標︓{業界名}にお
ける{⾃社名}の{製品･サービ
スの内容と特徴}を対象に、
SWOTの各要素を掛け合わせ
たクロスSWOT分析を実施し、
具体的な戦略オプションと
KSF(Key Success Foctors)を
導出する

# ⼊⼒データ:
- ⾃社名︓{⾃社名}
- 製品･サービスの内容と特
徴︓{製品･サービスの内容と
特徴}
- 業界名︓{業界名}
- PEST分析結果︓{PEST分析
結果}
- 3C分析結果︓{3C分析結果}
- SWOT分析結果︓{SWOT分
析結果}

# 実⾏指⽰:
追加の質問を⾏わず、上記
データのみを⽤いてクロス
SWOT分析を⾏い、次の4つの
戦略とKSFを各1⽂で提⽰して
ください。
1. **SO（積極戦略）**: 強
みを活⽤して機会をつかむ
2. **ST（差別化戦略）**: 
強みを活⽤して脅威を克服す
る
3. **WO（改善戦略）**: 弱
みを改善して機会をつかむ
4. **WT（専守防衛戦略）
**: 弱みを最⼩化し脅威を回
避する
5. **KSF**:KSFを導出する

# 出⼒フォーマット（報告書
形式）:
- 積極戦略SO︓〇〇〇〇
- 差別化戦略ST︓〇〇〇〇
- 改善戦略WO︓〇〇〇〇
- 専守防衛戦略WT︓〇〇〇〇
- KSF︓〇〇〇〇

# 補⾜:
- 指⽰の復唱はしない
- ⾃⼰評価はしない
- 結論やまとめは書かない

# 前提条件
- タイトル︓STP分析を⾏う
- 依頼者条件︓⾃社の市場環境を理解し、戦略⽴案に活かし
たいマーケティング担当者
- 前提情報︓PEST分析結果・3C分析結果・SWOT分析結
果・クロスSWOT分析結果、ならびに⾃社名・製品／サー
ビスの内容と特徴・業界名
- ⽬的と⽬標︓{業界名}における{⾃社名}の{製品･サービ
スの内容と特徴}を対象に、セグメンテーション・ターゲ
ティング・ポジショニング（STP）を体系的に整理し、戦略
的⽰唆を導出する

# ⼊⼒データ
- ⾃社名︓{⾃社名}  
- 製品･サービスの内容と特徴︓{製品･サービスの内容と特
徴}  
- 業界名︓{業界名}  
- PEST分析結果︓{PEST分析結果}  
- 3C分析結果︓{3C分析結果}  
- SWOT分析結果︓{SWOT分析結果}  
- クロスSWOT分析結果︓{クロスSWOT分析結果}  

# 実⾏指⽰
追加の質問を⾏わず、上記⼊⼒データのみを⽤いて STP 分
析を実施してください。
1. **Segmentation**  

- 戦略上重要な 2 軸を設定し、4 象限に分けたセグメン
テーションマップを作成する（軸の名称と意図を明⽰）。

- 各象限の主要顧客特性・ニーズを簡潔に⽰す。
2. **Targeting**  

- セグメンテーションマップから最も有望なセグメントを
1 つ選定し、選定理由を記述。

- 選定セグメントの顧客ニーズ（顕在ニーズ・好み・潜在
ニーズ・不満・課題）を整理。

- 上記ニーズを踏まえ、ターゲット顧客を定義（年齢層・
職業・⾏動特性など、具体的に）。
3. **Positioning**  

- 同⼀マップ上に⾃社製品／サービスと主要競合 3〜5 社
（もしくは製品）を配置し、相対的ポジションを説明する。

# 出⼒フォーマット
## セグメンテーション
- マップ軸︓縦軸＝〇〇、横軸＝〇〇
- 各象限︓

1. 〇〇象限 … （顧客特性・ニーズ）
2. 〇〇象限 …  
3. 〇〇象限 …  
4. 〇〇象限 …  

## ターゲティング
- 選定セグメント︓〇〇象限
- 選定理由︓〇〇〇〇
- ターゲット顧客のニーズ︓

- 顕在ニーズ︓〇〇
- 好み︓〇〇
- 潜在ニーズ︓〇〇
- 不満・課題︓〇〇

- ターゲット顧客の定義︓〇〇〇〇

## ポジショニング
- 配置︓

- ⾃社︓〇〇象限（位置の説明）
- 競合A︓〇〇象限 …  
- 競合B︓〇〇象限 …  
- 競合C︓〇〇象限 …  

# 補⾜
- 指⽰の復唱をしない
- ⾃⼰評価をしない
- 結論やまとめを書かない

# ⽬的
{業界名}で{⾃社名}が提供する{製
品･サービスの内容と特徴}のマーケ
ティング施策に活⽤できる、リアル
で具体的なターゲット顧客のペルソ
ナを作成する。

# ⼊⼒データ
- ⾃社名︓{⾃社名}
- 製品･サービスの内容と特徴︓{製
品･サービスの内容と特徴}
- 業界名︓{業界名}
- PEST分析結果︓{PEST分析結果}
- 3C分析結果︓{3C分析結果}
- SWOT分析結果︓{SWOT分析結
果}
- クロスSWOT分析結果︓{クロス
SWOT分析結果}
- STP分析結果︓{STP分析結果}

# 実⾏指⽰
1. 上記データを統合し、もっとも有
望なターゲットセグメントを想定し
てペルソナを 1 名作成する。追加の
質問は⾏わない。
2. **プロフィール** と **⼈物像
** は #フォーマット の項⽬順に埋
める。
3. **ポートレート画像** は
image_gen で⽣成する。指定のスタ
イル・サイズを厳守。

# フォーマット
■ ペルソナのプロフィール（箇条書
き）
- ⽒名（ふりがな）
- 年齢
- 性別
- 居住地
- 勤務地
- 職業
- 既婚 / 未婚
- 家族構成
- 世帯年収
- 通勤・通学⼿段と時間
- ⼈⽣観（価値観・考え⽅）

■ ペルソナの⼈物像（⽂章形式）
- 仕事内容・役職・業界の特徴
- 必要なスキルや知識
- ⽇々の仕事の流れと責任範囲
- 解決したい仕事上の課題やチャレン
ジ
- 製品／サービス購⼊時の意思決定パ
ターン
- ⼀⽇の過ごし⽅（⽣活リズム）
- ⽇常の楽しみ・不満
- 趣味とその優先度・予算・専⾨度
- 情報収集⼿段（メディア・⼝コミな
ど）

■ ペルソナのポートレート画像
- 形式︓png、サイズ︓1024×1024  
- 背景︓⽩、構図︓上半⾝、スタイ
ル︓カメラ⽬線で微笑み

# ⽂体
- ⾼校⽣にも理解できるやさしい⽇本
語
- 読みやすく親しみやすいトーン（硬
すぎず砕けすぎず）
- プロフィールは箇条書き、⼈物像は
⽂章

# 出⼒
上のフォーマットどおりに出⼒し、
最後に image_gen を呼び出して
ポートレートを⽣成する。

# 前提
- ロール︓プロフェッショナルなマーケ
ティング担当者
- ⽬的︓

① {製品･サービスの内容と特徴} 専⽤
Web サイトの CVR 向上策を可視化した
カスタマージャーニーを作成

② {ペルソナ} との有効なタッチポイン
トとタイミングを整理

③ {ペルソナ} の⼼を動かすキャッチコ
ピーを 10 案提⽰

# ⼊⼒データ
- ⾃社名︓{⾃社名}  
- 製品･サービスの内容と特徴︓{製品･
サービスの内容と特徴}  
- 業界名︓{業界名}  
- PEST分析結果︓{PEST分析結果}  
- 3C分析結果︓{3C分析結果}  
- SWOT分析結果︓{SWOT分析結果}  
- クロスSWOT分析結果︓{クロスSWOT
分析結果}  
- STP分析結果︓{STP分析結果}  
- ペルソナ情報︓{ペルソナ情報}  

# 実⾏指⽰
追加質問は⾏わず、上記データのみで以
下を作成する。
1. **カスタマージャーニー**
（AISAS︓Attention → Interest → 
Search → Action → Share）

- ⾏動／タッチポイント／思考／感情
／⾃社施策（Webページ改善点を含む）
を 5 × 5 マトリクスで整理。
2. **キャッチコピー**  

- {ペルソナ} に購⼊⾏動を促すインパ
クトあるコピーを 10 案列挙。

# 出⼒フォーマット
## カスタマージャーニー（AISAS 
5 × 5 マトリクス）
|                | Attention<br>注意・認
知 | Interest<br>興味・関⼼ | 
Search<br>検索 | Action<br>⾏動 | 
Share<br>共有 |
| :------------- | :----------------------
| :--------------------- | :-------------
| :------------- | :------------ |
| **⾏動**         | •                     | •                     
| •              | •              | •             |
| **タッチポイント** | •                     
| •                     | •              | •              
| •             |
| **思考**         | •                     | •                     
| •              | •              | •             |
| **感情**         | •                     | •                     
| •              | •              | •             |
| **⾃社施策**     | •                     | 
•                     | •              | •              
| •             |

## キャッチコピー（10 案・箇条書き）
- ❶ …  
- ❷ …  
- ❸ …  
- ❹ …  
- ❺ …  
- ❻ …  
- ❼ …  
- ❽ …  
- ❾ …  
- ❿ …  

# ⽂体
- 読みやすく親しみやすい⽇本語（⾼校
⽣にも理解できるレベル）
- 箇条書き中⼼で簡潔に
- キャッチコピーは礼節を保ちつつ強い
訴求⼒を持たせる

※ 指⽰の復唱・⾃⼰評価・結論やまとめ
は記載しない。

# 前提条件
- タイトル︓クロスSWOT分析結果と
KSFを実現する４Pマーケティング戦
略を策定する
- 依頼者条件︓⾃社の市場環境を理解
し、実践的なマーケティング施策を
⽴案したい担当者
- 前提情報︓PEST分析結果・3C分析
結果・SWOT分析結果・クロス
SWOT分析結果・KFS・STP分析結
果・ペルソナ・カスタマージャー
ニー
- ⽬的と⽬標︓{業界名}における{⾃
社名}の{製品･サービスの内容と特
徴}を対象に、ペルソナとカスタマー
ジャーニーに整合した４P（Product 
/ Price / Place / Promotion）戦略を
具体化する

# ⼊⼒データ
- ⾃社名︓{⾃社名}  
- 製品･サービスの内容と特徴︓{製
品･サービスの内容と特徴}  
- 業界名︓{業界名}  
- PEST分析結果︓{PEST分析結果}  
- 3C分析結果︓{3C分析結果}  
- SWOT分析結果︓{SWOT分析結
果}  
- クロスSWOT分析結果︓{クロス
SWOT分析結果}  
- STP分析結果︓{STP分析結果}  
- ペルソナ︓{ペルソナ情報}  
- カスタマージャーニー︓{カスタ
マージャーニー}  

# 実⾏指⽰
追加質問をせず、上記⼊⼒データを
統合して４P戦略を作成する。
各 P についてペルソナのニーズ・カ
スタマージャーニーのフェーズ・⾃
社の強み／弱みを踏まえ、次の 4 項
⽬を⽰すこと。
1. ⽬的（ねらい）
2. 主要施策（具体的アクション）
3. 期待成果・KPI  
4. 補⾜（実⾏上の留意点やリスク）

# 出⼒フォーマット
## Product（製品／サービス）
- ⽬的︓
- 主要施策︓
- 期待成果・KPI︓
- 補⾜︓

## Price（価格）
- ⽬的︓
- 主要施策︓
- 期待成果・KPI︓
- 補⾜︓

## Place（流通・チャネル）
- ⽬的︓
- 主要施策︓
- 期待成果・KPI︓
- 補⾜︓

## Promotion（プロモーション）
- ⽬的︓
- 主要施策︓
- 期待成果・KPI︓
- 補⾜︓

# ⽂体
- ⾼校⽣にも理解できるやさしい⽇本
語
- 箇条書きを中⼼に簡潔・明瞭に
- 指⽰の復唱・⾃⼰評価・結論やまと
めは記載しない

# 前提条件
- タイトル︓４P戦略を具体的なマー
ケティング施策に展開し、優先順位
を決定する
- 依頼者条件︓⾃社の市場環境を理解
し、実⾏計画に落とし込みたいマー
ケティング担当者
- 前提情報︓確定済み４P戦略
（Product / Price / Place / 
Promotion）の内容

# ⼊⼒データ
- ４P戦略（Product／Price／Place／
Promotion それぞれの⽬的・主要施
策・KPI などを含む）

# 実⾏指⽰
1. **各 P につき 3 件**、計 12 件
の具体的なマーケティング施策案を
⽴案する。
2. 施策ごとに、次の 2 評価軸を「⼤
／中／⼩」の 3 段階で採点する。

- 効果・即効性
- 実現可能性・容易さ

3. 2 軸の組み合わせを踏まえて優先
度（⾼／中／低）を決定する。

- 効果＝⼤ かつ 実現可能性＝⼤ → 
優先度＝⾼

- 効果＝⼩ かつ 実現可能性＝⼩ → 
優先度＝低

- その他 → 優先度＝中
4. 追加質問は⾏わない。

# 出⼒フォーマット（表形式）
| No | カテゴリ | 施策案 | 効果・即
効性 | 実現可能性・容易さ | 優先度
|
|----|---------|--------|-------------
-|--------------------|--------|
| 1  | Product | …      | ⼤／中／⼩
| ⼤／中／⼩ | ⾼／中／低 |
| 2  | Product | …      | …            
| …                  | …      |
| 3  | Product | …      | …            
| …                  | …      |
| 4  | Price   | …      | …            | 
…                  | …      |
| 5  | Price   | …      | …            | 
…                  | …      |
| 6  | Price   | …      | …            | 
…                  | …      |
| 7  | Place   | …      | …            | 
…                  | …      |
| 8  | Place   | …      | …            | 
…                  | …      |
| 9  | Place   | …      | …            | 
…                  | …      |
|10  | Promotion| …     | …            
| …                  | …      |
|11  | Promotion| …     | …            
| …                  | …      |
|12  | Promotion| …     | …            
| …                  | …      |

# ⽂体
- 箇条書きを中⼼に簡潔・明瞭
- ⾼校⽣でも理解できるやさしい⽇本
語
- 指⽰の復唱・⾃⼰評価・結論やまと
めは記載しない
は書かない

# 前提
- タイトル︓トップ5マーケティング施策の年間ガント
チャート（Excel）を作成する
- 依頼者条件︓年間実⾏計画を可視化し、部⾨横断で
共有したいマーケティング担当者
- 前提情報︓４P施策評価表で優先度「⾼」と判定され
た上位5施策（施策名・概要・開始⽉・想定期間）

# ⼊⼒データ
- 優先施策リスト（5件）

- 例）
1. WebサイトUX改善（開始︓1⽉・期間︓6か

⽉）
2. 新価格プランA/Bテスト（開始︓4⽉・期間︓3

か⽉）
3. ECサイト即⽇配送導⼊（開始︓2⽉・期間︓4か

⽉）
4. Instagramインフルエンサー連携（開始︓5⽉・

期間︓2か⽉）
5. 会員向けポイントキャンペーン（開始︓9⽉・期

間︓3か⽉）

# 実⾏指⽰
1. 12 か⽉×週（52列）で構成する簡易ガントチャー
トを作成する。

- ⾏︓施策5件
- 列︓Week 01〜Week 52（カラム名 = 

2025W01, 2025W02 …）
- セル値︓該当週が施策期間内なら "■"、それ以外

は空⽩
2. pandas DataFrame を Excel 
(`gantt_top5.xlsx`) に書き出す。

- シート名︓Gantt  
- 1 ⾏⽬に列⾒出し、2 ⾏⽬以降に施策⾏

3. python_user_visible を commentary チャンネル
で呼び出し、Excel ファイルを保存。
4. 完了後にダウンロードリンクを提⽰する（例︓
`[Download the Gantt 
chart](sandbox:/mnt/data/gantt_top5.xlsx)`）。
5. 追加の質問は⾏わない。

# python_user_visible で⾏う処理（サンプルコード
イメージ）
```python
import pandas as pd
import datetime as dt

# --- 1) 施策データを定義（例） ---
tasks = [

{"Task":"WebサイトUX改善", "start_week":1,  
"duration":26},

{"Task":"新価格プランA/Bテスト", 
"start_week":14, "duration":13},

{"Task":"ECサイト即⽇配送導⼊", 
"start_week":5,  "duration":17},

{"Task":"Instagramインフルエンサー連携", 
"start_week":18, "duration":9},

{"Task":"会員向けポイントキャンペーン", 
"start_week":36, "duration":13},
]

# --- 2) DataFrame を作成 ---
weeks = [f"2025W{str(i).zfill(2)}" for i in 
range(1,53)]
df = pd.DataFrame("", index=[t["Task"] for t in 
tasks], columns=weeks)

for t in tasks:
for w in range(t["start_week"], 

t["start_week"] + t["duration"]):
if w <= 52:

df.loc[t["Task"], 
f"2025W{str(w).zfill(2)}"] = "■"

# --- 3) Excel 出⼒ ---
df.to_excel("/mnt/data/gantt_top5.xlsx", 
sheet_name="Gantt")
print("[Download the Gantt 
chart](sandbox:/mnt/data/gantt_top5.xlsx)")

SWOT
分析3C分析PEST分析 クロス

SWO分析 STP分析 カスタマ
ジャーニー 4P戦略

MKTG
施策⽴案

マーケティング
年間計画

ペルソナ
設定

10個のプロンプトを
ステップバイステップで繋げて実⾏
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69

アンケートのご協⼒をおねがいします
本アンケートは、今後の講座の内容向上のために実施しています

率直なご意⾒をお聞かせください

https://forms.gle/UpEFXqJXNQ8QkUbF9

補⾜資料
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パターン別 追加指⽰の例

１）情報不⾜
・もっと詳しく教えてください
・具体的な例を出してください
・掘り下げて説明してください

２）ChatGPTの誤解
・違います もう⼀度試してください
・私が欲しいのはこれではありません
・そのトピックについて基本的な情報

を教えてください

パターン別 追加指⽰の例

３）成果物の不明瞭
・はっきりした答えを書いてください
・⽬的を教えてください
・簡単に⼿順を説明してください

４）視覚的サポートの⽋如
・図を⽰してください
・画像で説明してください
・詳しく説明してください
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パターン別 追加指⽰の例

５）創造性の⽋如
・新しい情報を教えてください
・違った視点から考えて教えてください
・他に異なる⽅法はありませんか︖

６）⽂体の不⼀致
・もっとカジュアルに話してください
・正式な⾔葉を使ってください
・簡単な⾔葉で説明してください

７）知識レベルの不⼀致
・基本的なことから教えてください
・もっと専⾨的に詳しく教えてください
・初⼼者向けに教えてください

８）語彙の不適切
・難しい⾔葉を避けてください
・業界⽤語を使って説明してください
・⽇常の会話で話してくださいを⽰してください

パターン別 追加指⽰の例

37



９）情報の過剰
・要点だけまとめてください
・短くまとめてください
・最も重要な３つのポイントを教えてください

10）実践的な指⽰の不⾜
・どうやって使うのですか︖
・実際のステップを教えてください
・実⽤的な⽅法を⽰してください

パターン別 追加指⽰の例

その他の機能
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１）チャットをアーカイブ

 同様にChatGPTの
「ユーザーアイコン」

から「設定」をクリック

「アーカイブ済のチャット」
や「すべてのチャットを
アーカイブする」から
アーカイブを管理

チャットをアーカイブ（つづき）

「過去のスレッド」
を選択し､

「･･･」から
「アーカイブ」
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２）アプリを接続する機能
「Google Drive」､「Microsoft OneDrive」と接続

３）ショートカットキー⼀覧表⽰

または
「ショートカット」
アイコンをクリック

チャット欄に⼊⼒
• 「Ctrlキー」+「/」
• 「⌘キー」+「/」
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４）ChatGPTの検索拡張機能「ChatGPT search」を取得
デフォルトの検索エンジンをGoogleから変更する⽅法

「ChatGPTの検索拡張機能を取得」
をクリック

 同様にChatGPTの「ユーザーアイコン」から
「設定」をクリック
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「ChatGPT search」のサイトが開くので
「Chromeに追加」ボタンをクリック

デフォルトの検索エンジンをGoogleから変更（つづき）

５)「Project機能」を使って整理・管理する⽅法

 プロジェクト「+」
をクリック 「プロジェクト名」を⼊⼒し､

「プロジェクトを作成する」
をクリック
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「Project機能」を使って整理・管理する⽅法（つづき）

 複数のスレッドや関連資料を効率的に整理・管理します

プロジェクトタイトル

新しいスレッド⽤のチャット欄

ファイル追加

過去のスレッド履歴

共通の指⽰
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